
(57)【要約】

【課題】産業廃棄物を有効に再生利用することができ、

植物の生長を良好に促進し、土壌を良好に改良すること

ができる汚泥配合肥料及びその製造方法を提供する。

【解決手段】梅を加工するときに廃棄される、梅酢及び

／又は梅の果実片を含む廃棄物の処理過程で生じた汚泥

４０～６０重量％と、木片３０～５０重量％と、木炭５

～１５重量％とを配合し（Ｓ１）、略１ヵ月、予備発酵

させ（Ｓ２）、予備発酵させた配合物に、微生物を添加

して５０～６０℃で、一次発酵させ（Ｓ３）、一次発酵

させた配合物を腐熱により二次発酵させる（Ｓ４）。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
梅 を 加 工 す る と き に 廃 棄 さ れ る 、 梅 酢 及 び ／ 又 は 梅 の 果 実 片 を 含 む 廃 棄 物 の 処 理 過 程 で 生
じ た 汚 泥 と 、 木 片 と 、 木 炭 と を 配 合 し 、 発 酵 さ せ て な る こ と を 特 徴 と す る 汚 泥 配 合 肥 料 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 汚 泥 ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ と 、 木 片 ３ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ と 、 木 炭 ５ ～ １ ５ 重 量 ％ と を 配 合 し
て な る 請 求 項 １ 記 載 の 汚 泥 配 合 肥 料 。
【 請 求 項 ３ 】
梅 を 加 工 す る と き に 廃 棄 さ れ る 、 梅 酢 及 び ／ 又 は 梅 の 果 実 片 を 含 む 廃 棄 物 の 処 理 過 程 で 生
じ た 汚 泥 ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ と 、 木 片 ３ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ と 、 木 炭 ５ ～ １ ５ 重 量 ％ と を 配 合 し
、 略 １ ヵ 月 、 予 備 発 酵 さ せ る 過 程 と 、
該 過 程 に よ り 予 備 発 酵 さ せ た 配 合 物 に 、 微 生 物 を 添 加 し 、 ５ ０ ～ ６ ０ ℃ で 、 一 次 発 酵 さ せ
る 過 程 と 、
該 過 程 に よ り 一 次 発 酵 さ せ た 配 合 物 を 腐 熱 に よ り 二 次 発 酵 さ せ る 過 程 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 汚 泥 配 合 肥 料 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 梅 を 加 工 す る と き に 廃 棄 さ れ る 、 梅 酢 及 び ／ 又 は 梅 の 果 実 片 を 含 む 廃 棄 物 の 処
理 過 程 で 生 じ た 汚 泥 、 建 設 業 及 び 製 材 業 等 の 廃 材 で あ る 木 片 及 び 木 炭 を 配 合 し 、 発 酵 さ せ
て な る 汚 泥 配 合 肥 料 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
食 品 製 造 業 等 で 廃 棄 さ れ る 廃 棄 物 を 微 生 物 に よ り 分 解 し た 後 、 脱 水 し て 得 ら れ る 汚 泥 の 処
分 は 大 き な 問 題 と な っ て お り 、 こ の 汚 泥 を 活 性 炭 等 と 配 合 し て 肥 料 に す る 発 明 が 特 許 文 献
１ 及 び ２ 等 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － １ １ ６ ３ ６ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ７ ２ ５ ８ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
梅 の 生 産 加 工 地 に お い て は 、 梅 干 し 等 の 加 工 時 に 廃 棄 さ れ る 、 梅 酢 及 び 梅 の 果 実 片 を 含 む
廃 棄 物 を 処 理 し て 得 ら れ る 汚 泥 が 多 量 に 生 じ て お り 、 こ の 汚 泥 の 処 分 地 の 確 保 の 問 題 と 、
処 分 地 ま で の 汚 泥 の 搬 送 費 用 が 高 く つ き 、 廃 棄 処 理 コ ス ト が 高 く な る と い う 問 題 と が 生 じ
て い た 。
ま た 、 建 設 業 及 び 製 材 業 等 に お い て 生 じ る 木 片 及 び 木 炭 の 処 分 も 大 き な 問 題 と な っ て い た
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 斯 か る 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 梅 を 加 工 す る と き に 廃 棄 さ れ る 、 梅
酢 及 び ／ 又 は 梅 の 果 実 片 を 含 む 廃 棄 物 の 処 理 過 程 に よ っ て 生 じ た 汚 泥 と 、 木 片 と 、 木 炭 と
を 配 合 し 、 発 酵 さ せ て 得 る こ と に よ り 、 産 業 廃 棄 物 を 産 業 廃 棄 物 が 生 じ た 土 地 で 有 効 に 再
生 利 用 す る こ と が で き 、 植 物 の 生 長 を 良 好 に 促 進 し 、 土 壌 を 良 好 に 改 良 す る こ と が で き る
汚 泥 配 合 肥 料 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 汚 泥 ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ と 、 木 片 ３ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ と 、 木 炭 ５ ～ １ ５
重 量 ％ と を 配 合 す る こ と に よ り 、 さ ら に 良 好 に 植 物 の 生 長 を 促 進 し 、 土 壌 を 改 良 す る こ と
が で き る 汚 泥 配 合 肥 料 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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そ し て 、 本 発 明 は 、 梅 を 加 工 す る と き に 廃 棄 さ れ る 、 梅 酢 及 び ／ 又 は 梅 の 果 実 片 を 含 む 廃
棄 物 の 処 理 過 程 に よ っ て 生 じ た 汚 泥 ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ と 、 木 片 ３ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ と 、 木 炭
５ ～ １ ５ 重 量 ％ と を 配 合 し 、 略 １ ヵ 月 、 予 備 発 酵 さ せ る 過 程 と 、 該 過 程 に よ り 予 備 発 酵 さ
せ た 配 合 物 に 、 微 生 物 を 添 加 し 、 ５ ０ ～ ６ ０ ℃ で 、 一 次 発 酵 さ せ る 過 程 と 、 該 過 程 に よ り
一 次 発 酵 さ せ た 配 合 物 を 腐 熱 に よ り 二 次 発 酵 さ せ る 過 程 と を 含 む こ と に よ り 、 適 度 の 水 分
を 有 し 、 植 物 の 生 長 を 良 好 に 促 進 し 、 土 壌 を 良 好 に 改 良 す る 汚 泥 配 合 肥 料 を 容 易 に 製 造 す
る こ と が で き る 汚 泥 配 合 肥 料 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
第 １ 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 は 、 梅 を 加 工 す る と き に 廃 棄 さ れ る 、 梅 酢 及 び ／ 又 は 梅 の 果 実 片
を 含 む 廃 棄 物 の 処 理 過 程 で 生 じ た 汚 泥 と 、 木 片 と 、 木 炭 と を 配 合 し 、 発 酵 さ せ て な る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 １ 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 に お い て は 、 梅 加 工 で 生 じ る 汚 泥 と 、 建 設 業 及 び 製 材 業 等 に お い
て 生 じ る 木 片 及 び 木 炭 と を 配 合 し 、 発 酵 さ せ て 得 ら れ る の で 、 産 業 廃 棄 物 を 、 他 の 地 方 に
搬 送 し て 埋 め 立 て 及 び 海 洋 投 棄 等 の 処 理 を 行 な う こ と な く 、 産 業 廃 棄 物 が 生 じ た 土 地 で 有
効 に 再 生 利 用 す る こ と が で き る 。
そ し て 、 こ の 汚 泥 配 合 肥 料 は 、 産 業 廃 棄 物 の 地 元 で 容 易 に 製 造 す る こ と が で き る の で 、 製
造 コ ス ト が 低 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 は 、 木 片 に よ り 適 度 の 水 分 を 供 給 さ れ て お り 、 木 炭 に よ り 汚 泥 の 悪
臭 が 消 臭 さ れ 、 土 壌 の 酸 性 を 矯 正 す る 土 壌 改 良 性 が 付 与 さ れ て い る 。
ま た 、 梅 加 工 で 生 じ る 汚 泥 に は 梅 酢 が 含 ま れ て お り 、 梅 酢 は 、 エ ネ ル ギ ー 代 謝 経 路 で あ る
Ｔ Ｃ Ａ 回 路 の 最 も 重 要 な 中 間 体 で あ る ク エ ン 酸 を 有 す る の で 、 本 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 は 、
植 物 の 生 長 を 良 好 に 促 進 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 ２ 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 は 、 第 １ 発 明 に お い て 、 前 記 汚 泥 ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ と 、 木 片 ３ ０
～ ５ ０ 重 量 ％ と 、 木 炭 ５ ～ １ ５ 重 量 ％ と を 配 合 し て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 ２ 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 に お い て は 、 木 片 に よ っ て さ ら に 適 度 の 水 分 を 供 給 さ れ て お り 、
木 炭 に よ っ て 汚 泥 の 悪 臭 が 消 臭 さ れ 、 土 壌 改 良 性 が 付 与 さ れ て い る 。
そ し て 、 本 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 は さ ら に 良 好 に 植 物 の 生 長 を 促 進 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ３ 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 の 製 造 方 法 は 、 梅 を 加 工 す る と き に 廃 棄 さ れ る 、 梅 酢 及 び ／ 又 は
梅 の 果 実 片 を 含 む 廃 棄 物 の 処 理 過 程 で 生 じ た 汚 泥 ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ と 、 木 片 ３ ０ ～ ５ ０ 重
量 ％ と 、 木 炭 ５ ～ １ ５ 重 量 ％ と を 配 合 し 、 略 １ ヵ 月 、 予 備 発 酵 さ せ る 過 程 と 、 該 過 程 に よ
り 予 備 発 酵 さ せ た 配 合 物 に 、 微 生 物 を 添 加 し 、 ５ ０ ～ ６ ０ ℃ で 、 一 次 発 酵 さ せ る 過 程 と 、
該 過 程 に よ り 一 次 発 酵 さ せ た 配 合 物 を 腐 熱 に よ り 二 次 発 酵 さ せ る 過 程 と を 含 む こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 ３ 発 明 に お い て は 、 適 度 の 水 分 を 有 し 、 汚 泥 の 悪 臭 が 消 臭 さ れ て お り 、 植 物 の 生 長 を 良
好 に 促 進 し 、 土 壌 の 酸 性 を 良 好 に 矯 正 す る 汚 泥 配 合 肥 料 が 容 易 に 得 ら れ る 。
そ し て 、 こ の 産 業 廃 棄 物 の 再 生 利 用 物 で あ る 汚 泥 配 合 肥 料 を 、 産 業 廃 棄 物 の 地 元 で 容 易 に
製 造 す る こ と が で き 、 製 造 コ ス ト を 低 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 を そ の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 面 に 基 づ い て 、 具 体 的 に 説 明 す る 。
本 発 明 に 係 る 汚 泥 配 合 肥 料 は 、 梅 干 し 等 を 製 造 す る 梅 加 工 業 で 廃 棄 さ れ る 、 梅 酢 及 び 梅 の
果 実 片 を 含 む 廃 棄 物 の 処 理 過 程 で 生 じ た 汚 泥 ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ と 、 木 片 ３ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％
と 、 木 炭 ５ ～ １ ５ 重 量 ％ と を 配 合 し 、 発 酵 さ せ る こ と に よ り 得 ら れ る も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
汚 泥 は 、 梅 加 工 業 で 廃 棄 さ れ る 、 梅 酢 及 び ／ 又 は 梅 の 果 実 片 を 含 む 廃 棄 物 を 微 生 物 に よ り
分 解 し て 得 ら れ る 。
木 片 は 、 建 設 業 及 び 製 材 業 等 に お い て 生 じ る チ ッ プ 状 の 生 木 で あ り 、 木 炭 は 、 製 材 業 等 に
お い て 生 じ る 生 木 の 木 炭 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 汚 泥 配 合 肥 料 の 製 造 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ま ず 、 梅 加
工 業 で 廃 棄 さ れ る 、 梅 酢 及 び 梅 の 果 実 片 を 含 む 廃 棄 物 を 微 生 物 に よ り 分 解 し て 得 ら れ た 汚
泥 ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ と 、 木 片 ３ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ と 、 木 炭 ５ ～ １ ５ 重 量 ％ と を 配 合 し （ ス テ
ッ プ Ｓ １ ） 、 略 １ ヵ 月 、 堆 積 さ せ た 状 態 で 放 置 し 、 予 備 発 酵 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 こ
の と き 、 １ 週 間 に １ 回 程 度 、 切 り 返 し を 行 う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 予 備 発 酵 さ せ た 配 合 物 に 、 発 酵 促 進 材 と し て の 微 生 物 を 略 ０ ． １ ％ 添 加 し 、 ５ ０ ～
６ ０ ℃ で 略 ２ ４ 時 間 、 一 次 発 酵 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。 こ の 微 生 物 と し て は 、 放 線 菌 等
を 用 い る 。
そ し て 、 こ の 一 次 発 酵 さ せ た 配 合 物 を 略 １ ヵ 月 、 堆 積 さ せ た 状 態 で 放 置 し 、 腐 熱 に よ り 二
次 発 酵 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。 こ の と き 、 １ 週 間 に １ 回 程 度 、 切 り 返 し を 行 う 。
こ れ に よ り 、 本 発 明 に 係 る 汚 泥 配 合 肥 料 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
表 １ に 、 こ の 汚 泥 配 合 肥 料 の 組 成 を 調 べ た 結 果 を 示 す 。 こ の 汚 泥 配 合 肥 料 は 、 汚 泥 ５ ０ ％
と 、 生 木 の チ ッ プ 材 ４ ０ ％ と 、 生 木 の 木 炭 １ ０ ％ と を 配 合 し て 得 ら れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ １ 】
表 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 は 、 木 片 に よ っ て 適 度 の 水 分 を 供 給 さ れ て い る
。 ま た 、 木 炭 に よ っ て 汚 泥 の 悪 臭 が 消 臭 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 本 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 を 用 い て 小 松 菜 の 栽 培 試 験 を し た 結 果 を 示 す 。 こ の 汚 泥 配 合
肥 料 は 、 汚 泥 ５ ０ ％ と 、 生 木 の チ ッ プ 材 ４ ０ ％ と 、 生 木 の 木 炭 １ ０ ％ と を 配 合 し て 得 ら れ
た も の で あ る 。
土 壌 は 、 千 葉 県 八 街 市 で 採 取 し た 表 層 腐 植 質 黒 ボ ク 土 で 、 土 性 Ｌ の 洪 積 土 、 ｐ Ｈ ５ ． ９ 、
交 換 酸 度 Ｙ １ 　 ０ ． ６ 、 電 気 伝 導 率 ０ ． ０ ９ ｄ Ｓ ／ ｍ 、 陽 イ オ ン 交 換 容 量 ３ ０ ． ６ ｍ ｅ ｑ
　 ／ 乾 土 １ ０ ０ ｇ 、 容 積 重 ３ ６ ５ ｇ ／ 風 乾 土 ５ ０ ０ ｍ ｌ 、 最 大 容 水 量 ９ ５ 重 量 ％ ／ 乾 土 の
も の を 用 い た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
表 ２ は 、 試 験 区 及 び 施 肥 の 設 計 を 示 し た 表 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 に 含 ま れ る Ｎ は 、 乾 物 換 算 で ２ ％ 以 下 で あ る の で 、 本 発 明 の 汚 泥 配
合 肥 料 の 施 肥 量 は 、 そ の 乾 物 重 量 を 基 準 に 設 定 し た 。
本 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 の 無 施 肥 と し て 設 け た 無 機 基 礎 量 区 に お い て は 、 Ｎ 、 Ｐ ２ 　 Ｏ ５ 　

、 Ｋ ２ 　 Ｏ と し て 、 そ れ ぞ れ ２ ５ ｍ ｇ に 相 当 す る 量 の 硫 酸 ア ン モ ニ ア 、 過 燐 酸 石 灰 及 び 塩
化 カ リ ウ ム を 施 肥 し た 。 表 ２ の 施 用 量 中 の 括 弧 内 の 数 字 は 、 有 姿 （ 含 水 物 ） 量 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
表 ３ は 、 表 ２ の 各 試 験 区 の 発 芽 調 査 成 績 及 び 生 育 調 査 成 績 を 調 べ た 結 果 を 示 す 表 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 表 ３ 】
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【 ０ ０ ２ ８ 】
表 ３ よ り 、 本 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 を 施 肥 し た 各 試 験 区 に お い て は 、 無 機 基 礎 量 区 と 比 較 し
て 、 発 芽 に つ い て は 発 芽 開 始 日 及 び 発 芽 率 と も に 同 程 度 の 成 績 を 示 し 、 発 芽 後 の 生 育 に お
い て は 、 同 等 又 は 同 等 以 上 の 成 績 を 示 し 、 植 物 の 生 長 を 良 好 に 促 進 で き る こ と が 判 っ た 。
そ し て 、 小 松 菜 の 生 育 上 の 異 常 症 状 は 認 め ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 は 、 原 料 で あ る 汚 泥 が 、 ク エ ン 酸 を 有 す る 梅 酢 を 含
む の で 、 植 物 の 生 長 を 良 好 に 促 進 す る 。 ま た 、 本 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 は 木 炭 を 含 む の で 、
土 壌 の 酸 性 を 矯 正 す る 土 壌 改 良 作 用 も 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
そ し て 、 産 業 廃 棄 物 を 、 他 の 地 方 に 搬 送 し て 埋 め 立 て 及 び 海 洋 投 棄 等 の 処 理 を 行 な う こ と
な く 、 有 効 に 再 生 利 用 す る こ と が で き る 。
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さ ら に 、 本 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 は 、 産 業 廃 棄 物 の 地 元 で 容 易 に 製 造 す る こ と が で き る の で
、 製 造 コ ス ト が 低 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
な お 、 前 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 汚 泥 、 木 片 、 木 炭 及 び 微 生 物 を そ れ ぞ れ ５ ０ 、 ４ ０ 、
１ ０ 、 ０ ． １ 重 量 ％ 配 合 し た 場 合 に つ き 説 明 し て い る が こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
但 し 、 汚 泥 ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ と 、 木 片 ３ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ と 、 木 炭 ５ ～ １ ５ 重 量 ％ と を 配 合
し た 場 合 、 汚 泥 に よ り 良 好 に 植 物 の 生 長 を 促 進 し 、 木 片 に よ り 適 度 の 水 分 を 供 給 さ れ 、 木
炭 に よ り 確 実 に 汚 泥 の 悪 臭 が 消 臭 さ れ 、 土 壌 を 改 良 さ れ る の で 、 こ の 割 合 で 配 合 す る の が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 詳 述 し た よ う に 、 第 １ 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 は 、 梅 を 加 工 す る と き に 廃 棄 さ れ る 、 梅
酢 及 び ／ 又 は 梅 の 果 実 片 を 含 む 廃 棄 物 の 処 理 過 程 で 生 じ た 汚 泥 と 、 木 片 と 、 木 炭 と を 配 合
し 、 発 酵 さ せ て 得 ら れ る の で 、 産 業 廃 棄 物 を 、 他 の 地 方 に 搬 送 し て 埋 め 立 て 及 び 海 洋 投 棄
等 の 処 理 を 行 な う こ と な く 、 有 効 に 再 生 利 用 す る こ と が で き る 。
そ し て 、 こ の 汚 泥 配 合 肥 料 は 、 産 業 廃 棄 物 の 地 元 で 容 易 に 製 造 す る こ と が で き る の で 、 製
造 コ ス ト が 低 い 。
こ の 汚 泥 配 合 肥 料 は 、 木 片 に よ っ て 適 度 の 水 分 を 供 給 さ れ て お り 、 木 炭 に よ っ て 汚 泥 の 悪
臭 が 消 臭 さ れ 、 土 壌 改 良 性 が 付 与 さ れ て い る 。
そ し て 、 梅 加 工 で 生 じ る 汚 泥 に 含 ま れ る 梅 酢 は 、 ク エ ン 酸 を 有 す る の で 、 本 発 明 の 汚 泥 配
合 肥 料 は 、 植 物 の 生 長 を 良 好 に 促 進 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
第 ２ 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 は 、 前 記 汚 泥 ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ と 、 木 片 ３ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ と 、 木
炭 ５ ～ １ ５ 重 量 ％ と を 配 合 す る の で 、 木 片 に よ っ て さ ら に 適 度 の 水 分 を 供 給 さ れ て お り 、
木 炭 に よ っ て 汚 泥 の 悪 臭 が 消 臭 さ れ 、 土 壌 改 良 性 が 付 与 さ れ て い る 。
そ し て 、 本 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 は さ ら に 良 好 に 植 物 の 生 長 を 促 進 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
第 ３ 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 の 製 造 方 法 に よ る 場 合 は 、 木 片 に よ っ て 適 度 の 水 分 を 供 給 さ れ 、
木 炭 に よ っ て 汚 泥 の 悪 臭 が 消 臭 さ れ て お り 、 植 物 の 生 長 を 良 好 に 促 進 し 、 土 壌 を 良 好 に 改
良 す る 汚 泥 配 合 肥 料 が 容 易 に 得 ら れ る 。
そ し て 、 産 業 廃 棄 物 の 地 元 で 容 易 に 、 産 業 廃 棄 物 の 再 生 利 用 物 で あ る 汚 泥 配 合 肥 料 を 製 造
す る こ と が で き 、 製 造 コ ス ト が 低 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 汚 泥 配 合 肥 料 の 製 造 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
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【 図 １ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 2月 6日 (2004.2.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
梅 を 加 工 す る と き に 廃 棄 さ れ る 、 梅 酢 及 び ／ 又 は 梅 の 果 実 片 を 含 む 廃 棄 物 の 処 理 過 程 で 生
じ た ク エ ン 酸 を 含 有 す る 汚 泥 と 、 木 片 と 、 木 炭 と を 配 合 し 、 発 酵 さ せ て な る こ と を 特 徴 と
す る 汚 泥 配 合 肥 料 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 汚 泥 ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ と 、 木 片 ３ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ と 、 木 炭 ５ ～ １ ５ 重 量 ％ と を 配 合 し
て な る 請 求 項 １ 記 載 の 汚 泥 配 合 肥 料 。
【 請 求 項 ３ 】
梅 を 加 工 す る と き に 廃 棄 さ れ る 、 梅 酢 及 び ／ 又 は 梅 の 果 実 片 を 含 む 廃 棄 物 の 処 理 過 程 で 生
じ た ク エ ン 酸 を 含 有 す る 汚 泥 ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ と 、 木 片 ３ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ と 、 木 炭 ５ ～ １
５ 重 量 ％ と を 配 合 し 、 略 １ ヵ 月 、 予 備 発 酵 さ せ る 過 程 と 、
該 過 程 に よ り 予 備 発 酵 さ せ た 配 合 物 に 、 微 生 物 を 添 加 し 、 ５ ０ ～ ６ ０ ℃ で 、 一 次 発 酵 さ せ
る 過 程 と 、
該 過 程 に よ り 一 次 発 酵 さ せ た 配 合 物 を 腐 熱 に よ り 二 次 発 酵 さ せ る 過 程 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 汚 泥 配 合 肥 料 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
第 １ 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 は 、 梅 を 加 工 す る と き に 廃 棄 さ れ る 、 梅 酢 及 び ／ 又 は 梅 の 果 実 片
を 含 む 廃 棄 物 の 処 理 過 程 で 生 じ た ク エ ン 酸 を 含 有 す る 汚 泥 と 、 木 片 と 、 木 炭 と を 配 合 し 、
発 酵 さ せ て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ３ 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 の 製 造 方 法 は 、 梅 を 加 工 す る と き に 廃 棄 さ れ る 、 梅 酢 及 び ／ 又 は
梅 の 果 実 片 を 含 む 廃 棄 物 の 処 理 過 程 で 生 じ た ク エ ン 酸 を 含 有 す る 汚 泥 ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ と
、 木 片 ３ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ と 、 木 炭 ５ ～ １ ５ 重 量 ％ と を 配 合 し 、 略 １ ヵ 月 、 予 備 発 酵 さ せ る
過 程 と 、 該 過 程 に よ り 予 備 発 酵 さ せ た 配 合 物 に 、 微 生 物 を 添 加 し 、 ５ ０ ～ ６ ０ ℃ で 、 一 次
発 酵 さ せ る 過 程 と 、 該 過 程 に よ り 一 次 発 酵 さ せ た 配 合 物 を 腐 熱 に よ り 二 次 発 酵 さ せ る 過 程
と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 詳 述 し た よ う に 、 第 １ 発 明 の 汚 泥 配 合 肥 料 は 、 梅 を 加 工 す る と き に 廃 棄 さ れ る 、 梅
酢 及 び ／ 又 は 梅 の 果 実 片 を 含 む 廃 棄 物 の 処 理 過 程 で 生 じ た ク エ ン 酸 を 含 有 す る 汚 泥 と 、 木
片 と 、 木 炭 と を 配 合 し 、 発 酵 さ せ て 得 ら れ る の で 、 産 業 廃 棄 物 を 、 他 の 地 方 に 搬 送 し て 埋
め 立 て 及 び 海 洋 投 棄 等 の 処 理 を 行 な う こ と な く 、 有 効 に 再 生 利 用 す る こ と が で き る 。
そ し て 、 こ の 汚 泥 配 合 肥 料 は 、 産 業 廃 棄 物 の 地 元 で 容 易 に 製 造 す る こ と が で き る の で 、 製
造 コ ス ト が 低 い 。
こ の 汚 泥 配 合 肥 料 は 、 木 片 に よ っ て 適 度 の 水 分 を 供 給 さ れ て お り 、 木 炭 に よ っ て 汚 泥 の 悪
臭 が 消 臭 さ れ 、 土 壌 改 良 性 が 付 与 さ れ て い る 。
そ し て 、 梅 加 工 で 生 じ る 汚 泥 に 含 ま れ る 梅 酢 は 、 ク エ ン 酸 を 有 す る の で 、 本 発 明 の 汚 泥 配
合 肥 料 は 、 植 物 の 生 長 を 良 好 に 促 進 す る 。
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